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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高分子エラストマー又はゴムに、スクワラン又はラノリン又はスクワレン又はビサボロ
ール又は動物性の毛より抽出される油脂からなる油脂類を含み、平均気泡径が２００μｍ
以下であり、人肌と接する用途であり、
　前記高分子エラストマー又はゴムは１００重量部であり、前記油脂類の量が、０．５～
２０重量部であることを特徴とするゴム弾性スポンジ。
【請求項２】
　前記油脂類に、非イオン性界面活性剤が含まれることを特徴とする請求項１に記載のゴ
ム弾性スポンジ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ゴム弾性を持つスポンジ及びその製造方法についてであり、特にしっとりとし
た感触のするスポンジとその製造方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、ゴム弾性を持つスポンジは、ポリウレタンなどの高分子エラストマーやゴムな
どを材料として発泡成形したもので、洗い具、化粧用具、塗布具、拭き具、クッション材
、搬送用部材、パッキン材などいろいろな分野で使用されている。なかでも、人肌と接す
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る洗い具、化粧用具、塗布具、拭き具、クッション材の用途では、しっとりとしたソフト
な感触のするスポンジが要求されている。この要求に対して、気泡径を２００μｍ以下の
細かい気泡として表面のざらつきを押さえたり、見かけ比重を０．１０ｇ／ｃｍ３以下と
してふっくらとさせ、見かけのゴム硬度を低く押さえたり、また、使用する樹脂そのもの
を軟質にすることにより対応してきている。
【０００３】
しかしながら、気泡径を細かくすると、確かにざらつきは無くなりすべすべ感はするのだ
が、同時にかさかさ感が出てしまう。また、見かけ比重を下げることは、ふっくらとなり
ソフト感は出るが、しっとり感は出てこなく、逆に底付き感が出てしまい好ましくない。
また、見かけ比重を下げることは、機械的強度が低下する、発泡成形がむずかしく、成型
時に収縮変形し内部亀裂が生じる、といった問題がある。さらに、気泡を細かにすること
と、見かけ比重を低くすることは相反する設計事項で、これらを同時に達成することはひ
じょうに難しいことである。さらに、使用する樹脂そのものを柔軟とすることも行われる
が、スポンジは柔軟となるが、ゴム弾性が劣りぐにゃついた粘着感が出てしまう。また、
このような樹脂は機械的強度が低いものである。このように、いずれの方法によってもし
っとりした感触は出せないでいた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、しっとりとした感触のするスポンジを提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは鋭意研究検討した結果、油脂類をスポンジに含ませることによりしっとり感
が出せることを見い出し、本発明を完成させた。すなわち、本発明のスポンジは、ゴム弾
性を持つスポンジに油脂類を含ませたことを特徴とするものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明のしっとり感とは、かさかさした滑り易さからすべすへ感となり、しっとり感を経
てべたつき感、粘着感へ変化する一連の触感のうちのしっとり感であり、人肌に触れるが
ごとき感触である。
【０００７】
本発明のスポンジは、スポンジに油脂類を含むことによりしっとり感を出している。
本発明の油脂類とは、天然または人工に得られる脂肪酸エステル類、ラノリン、動物性の
毛より抽出される油脂、スクワラン、スクワレン（スキュワラン、スキュワレン　深海鮫
の肝臓より抽出した油脂で、人工物も知られている）、ビサボロール、ロウなどであり、
１種または２種以上を混合して使用することができる。これらの使用量は、原料樹脂１０
０重量部に対して、０．５～２０重量部、好ましくは１．０～１０重量部である。これよ
り少なければ、しっとり感が達成できなく、これより多くても粘着感が出て好ましくない
。また、これより多くても発泡成形時に泡の崩壊が起こり均一なスポンジが得られない。
また、油脂類はポリオキシエチレンアルキルエーテルなどの非イオン性界面活性剤を併用
して使用することが好ましく、発泡成形時の泡の崩壊が起こりにくくなる。非イオン性界
面活性剤は使用する原料樹脂１００重量部に対して０．５重量部から２０重量部使用する
ことが好ましい。
【０００８】
本発明のスポンジとは、ポリウレタンなどの高分子エラストマーまたはゴムを原料にして
発泡成形をした、ゴム弾性を持っているスポンジで、連続気泡または独立気泡のスポンジ
である。
上記高分子エラストマーとしては、ポリウレタン、ポリエチレン系エラストマー、ビニル
系エラストマーなどが使用でき、好ましくはポリウレタンである。高分子エラストマーは
、樹脂単独で使用することができ、また、エマルジョンとして使用することもできる。ま
た、ポリウレタンのように樹脂原料であるポリオール類とイソシアネート類を使用するこ
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ともできる。
上記ゴムにはＮＲ、ＤＰＮＲ、ＮＢＲ、ＩＲ、ＢＲ、ＳＢＲ、ＣＲ、ＥＰＤＭ、シリコン
ゴム、アクリルゴムなどであり、１種または２種以上を混合して使用することができる。
ゴムはラテックスとして使用することができ、また、樹脂単独で使用することもできる。
【０００９】
本発明のスポンジは原料樹脂と油脂類と各種助剤の混合物を発泡成形することによって製
造することができる。
発泡成形の方法としては、各種の発泡成形方法が使用できる。
ガスの発生によって発泡する方法としては、原料樹脂に発泡剤を混合し、加熱などの方法
でガスを発生させ発泡成形することができる。また、原料樹脂に水溶性の塩類を混合して
成形し、これを水中で溶解抽出させ空孔とすることによって製造ことができる。また、原
料樹脂を水溶性の溶剤に溶解しておき、この樹脂溶液を水中に導入し溶剤を抽出して空孔
を作ることにより製造ができる。また、原料樹脂をエマルジョンまたはラテックスとして
これに空気などを撹拌混合し起泡して成型することができる。また、樹脂がポリウレタン
であれば、樹脂原料であるポリオール類に油脂類と各種助剤、発泡剤を混合し、これとイ
ソシアネート類を反応して樹脂の生成と同時にガスを発生させ発泡成形することができる
。
【００１０】
油脂類の混合方法としては、樹脂または樹脂原料に油脂を溶解、分散させる方法が用いら
れる。また、油脂類の水分散体を作成しておき、これを原料エマルジョンやラテックスに
混合することもできる。
【００１１】
本発明のスポンジはあらかじめ作成したスポンジに上記油脂類を付着させて製造すること
もできる。この場合、油脂類は水分散体としておき、これをスポンジに含ませ、乾燥する
ことによって製造することができる。
【００１２】
本発明のスポンジがしっとり感を持つ理由としては、スポンジの骨格を形成する樹脂の表
面に油脂類がブリードして、薄い皮膜を形成ししっとり感を出しているもので、スポンジ
の摩擦係数を０．２から０．５とする働きがあると考えている。
【００１３】
本発明のスポンジは、平均気泡径を２００μｍ以下とすることがより好ましく、さらに好
ましくは１５０μｍ以下とすることが好ましい。平均気泡径を小さくすることにより、し
っとり感がより強調される。これは、気泡骨格を形成する樹脂部が微細になり、単位面積
当たりに多数の骨格が出来、その各々が油脂類で被覆されているために増幅される効果で
あると考えている。この場合には、油脂類の使用量を原料樹脂１００重量部に対して、０
．５重量部まで減らして使用することができる。気泡径を上記の範囲とするには、発泡剤
を微細とする、起泡時のミキサーの回転数を上げる、見かけ比重を上げるなどの手段で調
整することができる。
【００１４】
実施例１
ポリウレタンスポンジの原料として、つぎの２液を用意した。
ポリオールとして、平均分子量２０００の２官能のポリエーテルポリオール（旭電化社製
　Ｐ－２０００）６０％と平均分子量３０００の３官能のポリエーテルポリオール（旭電
化社製　Ｇ－３０００Ｂ）４０％の混合物の１００重量部を計量した。ここに、起泡剤と
して水１．０重量部、触媒としてトリエチレンジアミン０．１重量部とＮ－エチルモルホ
リン０．５重量部と１，２－ジメチルイミダゾール０．２重量部、整泡剤としてＳＺ－１
１２７を１．０重量部とＬ－５８０を１．０重量部（いずれも日本ユニカー社製シリコン
系界面活性剤）、紫外線吸収剤としてチヌビン　３２８（チバガイギー社製ベンゾトリア
ゾール系紫外線吸収剤）０．５重量部、酸化防止剤としてＡＯ－７０（旭電化社製フェノ
ール系抗酸化剤）０．５重量部、油脂類としてスクアラン（クラレ社製、ＳＱＵＡＬＡＮ
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Ｅ－Ｎ）５．０重量部、ポリオキシエチレンラウリルエーテル（花王社製、エマルゲン１
０６）２．５重量部をそれぞれ混合し、ポリオール成分とした。
イソシアネートとして、４，４′－ジフェニルメタンジイソシアネートと２，４′－ジフ
ェニルメタンジイソシアネートとの１／１混合物を３０重量部用意した。
このポリオール成分とイソシアネートを温度４０℃として、上記割合で１０秒間調理用ジ
ューサーミキサーにて高速撹拌混合した。混合直後より発泡が始まり、混合液は混合後直
ぐに直径１１ｃｍの円柱状金型に注入し、３０秒後に金型を密閉した。その後、６０℃に
て１時間静置した後、金型よりスポンジを取り出し、厚さ２ｍｍにスライスした。
スポンジは連続気泡構造で、ゴム弾性があった。感触はしっとりとしており、乳児の肌を
触れるような触感であった。見かけ比重は０．１２４ｇ／ｃｍ３、平均気泡径は１３０μ
ｍであり、平滑なアルミニウムに対する摩擦係数は０．３３であった。
これを袋状に成形し軸木に取り付け化粧用アイシャドウアプリケーターとして化粧に使用
したところ、指先を使っているような、しっとりした使用感があった。また、化粧効果も
すぐれ、化粧料がむらなく塗ることができた。
【００１５】
実施例２、３
実施例１と同様にして作成したが、スクランの使用量をそれぞれ、１．０重量部、１０重
量部とした。
【００１６】
比較例１
実施例１と同様にして作成したが、油脂類は使用しないで作成した。スポンジは実施例１
と同様きめ細かであり、すべすべ感があるが、同時にかさかさ感があった。
【００１７】
実施例１乃至３と比較例１の結果を表に示す。

【００１８】
実施例４
実施例１と同様にして作成したが、油脂類としてラノリン５．０重量部を使用して作成し
た。作成したスポンジはしっとり感があった。
【００１９】
実施例５
ＮＢＲラテツクス（日本ゼオン社製　ＬＸ－５３１）の固形分１００重量部あたりにつぎ
の配合剤（不揮発分重量部）と空気をオークスミキサーにて撹拌混合し、起泡させた。発
泡物は直径６０ｍｍのアルミニウム製の円柱状の型に流し込んだ。発泡物が固化後、蒸気
釜にて１００℃１時間加硫を行った。発泡物はゴム弾性のある連続気泡のスポンジとなっ
ていた。型より取り出し、水にて洗浄し、乾燥した。これを厚さ８ｍｍに断裁し、周囲を
グラインダーにて研磨し曲面とした。円盤状のスポンジとした。
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硫黄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５重量部
加硫促進剤ＥＺ　　　　　　　　　　　　　　　　１．５重量部
酸化亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０重量部
老化防止剤ＢＨＴ　　　　　　　　　　　　　　　１．０重量部
オレイン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　０．１重量部
凝固剤ＮａＳＦ　　　　　　　　　　　　　　　　３．０重量部
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０重量部
ポリオキシエチレンラウリルエーテル（１）　　　２．５重量部
（１）エマルゲン１０６（花王社製、製品名）
スポンジは、見かけ比重０．１３２ｇ／ｃｍ３、平均気泡径が１８０μｍであった。ゴム
にもかかわらずしっとり感があった。これを化粧用ファンデーション用パフとして化粧に
使用したところ、指先を使っているような、しっとりした使用感があった。また、化粧効
果も優れ、化粧料がむらなく塗ることができた。
【００２０】
比較例２
実施例５と同様に作成したが、スクワランとポリオキシエチレンラウリルエーテルは使用
しなかった。出来上がったスポンジは見かけ比重０．１３２ｇ／ｃｍ３、平均気泡径が１
７５μｍであったが、しっとり感はなく、通常のゴムスポンジのべたつくような粘着感が
あった。
【００２１】
実施例６
比較例２で作成したスポンジに、スクアランの水分散物（スクワラン濃度５％）を含浸さ
せ、１００％絞り率となるよう手にて絞りした。その後室温にて２日間乾燥後、さらに６
０℃の電気乾燥箱にて２時間乾燥した。
スポンジは材料スポンジに比べて格段にしっとり感があった。
【００２２】
【発明の効果】
本発明は以上のように構成されるため、しっとり感のあるスポンジが得られ、人肌と接す
る用途であるクッション材、洗い具、化粧用具に、優れた使い心地を提供でき、しかもさ
らさら感から吸い付くような粘着感まで適度なしっとり感を調整することができ、用途に
応じた最適なスポンジを提供できる。
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